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今
年
は「
乙
巳（
き
の
と
・
み
）」の
年
。昨
年
の「
甲
辰

（
き
の
え
・
た
つ
）」の
歩
み
が
、い
よ
い
よ
地
表
に
出
る

「
新
芽
」の
年
で
す
。昨
年
殻
を
被
っ
た
芽（「
甲
」の
字
）

が
出
た
も
の
の
、地
表
は
風
雨
な
ど
厳
し
い
天
候
が
予

想
以
上
で
、新
芽
も
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
こ
と
が
で
き
ず

ク
ニ
ャ
ク
ニ
ャ
と
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
の

が「
乙
」。「
巳
」は
冬
眠
か
ら
這
い
出
し
た
蛇
と
も
胎

児
と
も
言
わ
れ
る
象
形
文
字
で
、未
だ
旧
勢
力
の
抵

抗
は
強
く
産
み
の
苦
し
み
が
続
く
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で「
乙
巳
」の
年
は
、抵
抗
に
負
け
ず
堂
々
と
正

論
を
貫
く
こ
と
が
大
事
で
、そ
う
す
れ
ば
来
年
の「
丙

午（
ひ
の
え
・
う
ま
）」の
年
は
、「
丙
」の
象
形
が
示
す
よ

う
に
新
芽
の
双
葉
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

60
年
前
の
乙
巳
の
1
9
6
5（
昭
和
40
）年
は
、前

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
に
よ
る
不
況
か
ら
脱

し
て
戦
後
最
長
の「
イ
ザ
ナ
ギ
景
気
」が
始
ま
る
年
と

な
る
一
方
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
北
爆
開
始
で
ベ
ト
ナ
ム

全
土
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
1
2
0
年
前
の

乙
巳
の
1
9
0
5（
明
治
8
）年
は
、前
年
勃
発
し
た

日
露
戦
争
が
日
本
の
勝
利
に
終
わ
り
、今
度
は
日
米

対
決
と
い
う
新
し
い
時
代
潮
流
が
始
ま
っ
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の「
乙
巳
」は
ど
う
か
。

　

昨
年
は
ま
さ
に「
甲
辰
」の
激
動
の
一
年
で
し
た
。国

内
で
は
能
登
半
島
地
震
、ま
た
自
民
党
へ
の
批
判
の
高

ま
り
で
党
内
基
盤
は
弱
い
が
国
民
人
気
は
高
い
と
さ

れ
た
石
破
政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
。し
か
し
総
選
挙

の
敗
北
で
自
民
党
史
上
初
の
少
数
与
党
政
権
に
転
落
。

今
年
6
月
に
は
都
議
会
、7
月
に
は
参
議
院
の
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、今
年
前
半
に
与
野
党
対
決
で

政
治
の
混
乱
が
一
層
深
ま
れ
ば
再
び
首
相
交
代
、さ
ら

に
参
議
院
選
挙
の
結
果
次
第
で
は
政
権
交
代
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
返
り
咲
き
、2

月
で
丸
3
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
中
東
紛
争
は
新

た
な
展
開
と
な
る
で
し
ょ
う
。ま
た
東
ア
ジ
ア
で
は
、経

済
低
迷
と
政
権
不
安
を
抱
え
る
中
国
と
北
朝
鮮
の
軍

事
的
脅
威
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、「
台
湾
有
事
」や「
朝

鮮
有
事
」に
向
け
た
新
た
な
動
き
が
始
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
国
と
し
て
は
、こ
の
未
曾
有
の
国
難
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
み
つ
つ
、防
衛
、憲
法
、教
育
、靖
国
参
拝
、

歴
史
問
題
、拉
致
問
題
な
ど
戦
後
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
て
き
た「
国
家
と
し
て
の
日
本
」の
課
題
解
決
の
機

会
と
し
て
捉
え
、「
国
家
と
し
て
の
日
本
」を
取
り
戻
す

と
い
う
新
し
い
時
代
の
芽
を
育
て
て
い
く
年
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
は
40
年
周
期
で
上
昇
期
と
下
降
期
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
い
う
、「
40
年
周
期
説
」と
い
う
見
方
が
あ
り

ま
す
。

　

明
治
維
新
の
1
8
6
8
年
か
ら
約
40
年
の

1
9
0
5
年
の
日
露
戦
争
勝
利
ま
で
は
国
の
上
昇
期
。

1
9
0
5
年
か
ら
1
9
4
5
年
の
敗
戦
ま
で
は
下
降

期
。1
9
4
5
年
か
ら
日
本
の
一
人
当
た
り
G
D
P
が

米
国
を
抜
い
た
1
9
8
5
年
ま
で
は
上
昇
期
。そ
し

て
１
９
８
５
年
か
ら
２
０

２
５
年
の
今
年
ま
で
は
経

済
低
迷
で
経
済
大
国
か
ら

転
落
し
た
下
降
期
と
と
ら

え
る
見
方
で
す
。こ
の
説
に

従
う
な
ら
ば
、今
年
か
ら

２
０
６
５
年
ま
で
の
40
年
間
は
日
本
の
新
た
な
上
昇

期
が
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
松
下
幸
之
助
氏
は
、松
下
政
経
塾
の
設
立
に

あ
た
り「
世
界
の
文
明
の
光
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
始
ま

り
、ギ
リ
シ
ア
に
移
り
、ギ
リ
シ
ア
か
ら
ロ
ー
マ
に
移
っ

て
、フ
ラ
ン
ス
、ス
ペ
イ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル
、オ
ラ
ン
ダ
を

経
て
イ
ギ
リ
ス
に
移
り
、さ
ら
に
大
西
洋
を
渡
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
移
っ
た
。そ
う
考
え
る
な
ら
ば
21
世
紀
の
光

は
必
ず
ア
ジ
ア
に
や
っ
て
く
る
」と
述
べ
、日
本
が
来
た

る
べ
き
世
界
の
繁
栄
の
受
け
皿
と
な
る
責
任
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
唱
え
ま
し
た
。

　

今
の
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、こ
れ
か
ら
わ

が
国
が
新
た
な
繁
栄
期
を
迎
え
る
と
い
う
確
信
と
新

し
い
世
界
の
文
明
の
中
心
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
志
を
、

私
た
ち
自
身
が
持
て
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
す
。今

年
は
そ
ん
な
強
い
確
信
と
志
を
も
っ
て
正
論
を
貫
き
、

新
し
い
時
代
の
芽
を
来
年
に
向
け
て
育
て
て
い
く
年
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

激
動
の
中
の

新
し
い
時
代
の
芽

「
乙
巳（
き
の
と
・
み
）」は

「
新
芽
」の
年

日
本
の
上
昇
期
が
始
ま
る
！？

新年号新年号
令和7年1月1日

正
論
を
貫
き
、「
新
芽
」を
育
て
る
年
に
！

正
論
を
貫
き
、「
新
芽
」を
育
て
る
年
に
！

ご連絡は、山田宏事務所まで、
お気軽にお問い合わせください！

山田宏  国会事務所
〒100-8962  東京都千代田区永田町2-1-1　参議院議員会館1205号室
Tel.03-6550-1205  Fax.03-6551-1205

山田宏よい国後援会事務所
〒102-0093  東京都千代田区平河町2-16-5　クレール平河町602
Tel.03-6256-9061  Fax.03-6256-9063

メールでのお問い合わせ
info@yamadahiroshi.com

参議院議員
自由民主党　総務会副会長
　　　　　　組織運動本部  本部長代理
朝日大学歯学部　客員教授
………………………………………………………
昭和33年（1958年）1月8日生まれ。
京都大学法学部卒業。松下政経塾第2期生。
東京都議会議員（2期）・
衆議院議員（2期）・杉並区長（3期）

山田宏（やまだ ひろし）プロフィール（2024.12現在）

『英霊の遺書』講演『英霊の遺書』講演

山田宏の日々の活動は、ホームページ、フェイスブック、ツイッター、
YouTubeでご紹介しています
山田宏公式サイト：www.yamadahiroshi.com
山田宏公式Facebookページ：https://www.facebook.com/yamadahiroshi.page/
山田宏公式ツイッター：@yamazogaikuzo
山田宏YouTube:https://www.youtube.com/user/YamadaHiroashiCom

Facebook公式サイト公式サイト ツイッターツイッター YouTubeYouTube

YouTube  視聴数347万回超！

山田宏   静まる成人式～杉並区長時代の
まだの方はぜひご覧ください（8分・字幕付き）

『山田宏よい国後援会』にお入りください！
「世界に誇れる日本」を創るため、日々活動しております。
そのためには、皆様のご支援が必要です。ぜひ、ご入会いただき
山田宏の活動をご支援いただけますようお願い申し上げます。

自由民主党に入党ください！
山田が支部長を務める「自由民主党東京都参議院比例
区第二十二支部」を通し、党員になってお支えください。
　＊満18歳以上、日本国籍を有する方が対象です。
　＊党費　年額4,000円（家族党員は2,000円）

お申込みは
こちらから↓
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新年号新年号

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」と
は「
強
制
的
親
子
別
姓
」

〜
ま
ず
旧
姓
の
通
称
使
用
を
拡
大
す
る
法
制
度
を

図1

図2

　

昨
年
の
総
選
挙
で
自
民
党
が
歴
史
的
な
大
敗
を
喫
し
少

数
与
党
政
権
と
な
っ
た
こ
と
で
、野
党
が
主
張
し
て
き
た

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」制
度
の
導
入
に
向
け
た
民
法
と
戸
籍

法
の
改
正
が
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

　

推
進
派
は
、「
選
択
制
な
の
だ
か
ら
、誰
に
も
迷
惑
は
か

か
ら
な
い
」と
主
張
す
る
が
、夫
婦
が
別
姓
を
選
択
す
れ
ば
そ

の
子
供
の
姓
は
必
ず
ど
ち
ら
か
の
親
の
姓
と
異
な
る
こ
と
と
な

り
、子
供
に
と
っ
て
は「
強
制
的
親
子
別
姓
」と
な
る
。

　

令
和
3
年
度
実
施
の
法
務
省
の「
家
族
の
法
制
に
関
す
る
世

論
調
査
」で
は
、選
択
的
夫
婦
別
姓
導
入
の「
子
ど
も
へ
の
影

響
」に
つ
い
て
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
影
響
が
あ
る

と
思
う
」と
答
え
た
人
は
69
％
、「
子
ど
も
に
影
響
は
な
い
と
思

う
」は
30
％
で
、親
子
別
姓
に
よ
る
子
供
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

人
が
7
割
を
占
め
て
い
る
。

　

子
供
へ
の
影
響
の
具
体
的
内
容
を
尋
ね
る
と
、「
友
人
か
ら

親
と
名
字
・
姓
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
、嫌
な
思
い
を

す
る
な
ど
し
て
、対
人
関
係
で
心
理
的
負
担
が
生
じ
る
」が
78
・

6
％
、「
名
字
・
姓
が
異
な
る
親
と
の
関
係
で
違
和
感
や
不
安
感

を
覚
え
る
」が
60
・
1
％
、「
家
族
の
一
体
感
が
失
わ
れ
て
子
の
健

全
な
育
成
が
阻
害
さ
れ
る
」が
23
・
1
％
と
回
答
し
て
い
る
。

（
複
数
回
答
）。

　

そ
れ
で
も
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
は
、選
択
的
夫
婦
別
姓
に
は
国

民
の
約
7
割
が
賛
成
し
て
い
る
と
報
道
す
る
が
、そ
れ
は
各
メ

デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
が
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
賛
成
か
反
対
か
の

二
択
で
尋
ね
て
い
る
た
め
で（
図
１
）、前
述
の
法
務
省
の
世
論

調
査
で「
夫
婦
同
姓
維
持
」「
旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
制
度
を
設

け
る
」「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
」の
三
択
で
問
わ
れ
る

と
、「
同
姓
維
持
」27
％
、「
通
称
使
用
の
法
制
度
」42
・
2
％
、

「
別
姓
制
度
」28
・
9
％
と
な
り
、選
択
的
別
姓
制
度
導
入
賛
成

は
3
割
弱
で
、旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
整
備
を
含
め
同
姓
制
度

維
持
派
が
約
7
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。（
図
２
）

　

私
は
ま
ず
は「
旧
姓
の
通
称
使
用
の
法
整
備
」を
優
先
し
て
、

通
称
使
用
の
拡
大
を
図
っ
て
不
便
解
消
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

考
え
る
。

　

昨
年
11
月
、世
界
で
最
も
評
価
の
高

い
医
学
雑
誌
の
1
つ
で
あ
る「
ラ
ン
セ
ッ

ト
」に
、「
口
腔
の
不
健
康
状
態
と
早
期

介
護
認
定
や
死
亡
と
の
関
連
性
」と
い

う
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

こ
の
論
文
は
、島
根
県
で
実
施
さ
れ
た

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査
を
受

診
し
た
2
1
，8
8
1
人
の
個
人
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
、歯
の
数
、咀
嚼
能
力

（
噛
む
能
力
）、歯
周
組
織
の
状
態
な
ど

の
口
腔
の
健
康
状
態
と
介
護
認
定
や
死

亡
と
の
関
連
性
を
調
査
し
た
も
の
。そ
れ

に
よ
る
と「
し
っ
か
り
噛
め
て
い
る
」こ
と

が
介
護
認
定
や
死
亡
の
発
生
を
回
避
す

る
上
で
優
先
度
の
高
い
項
目
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

そ
の
他
の
要
因
と
し

て
は
、中
程
度
の
歯
周
病

が
あ
る
こ
と
や
残
っ
て
い

る
歯
の
数
が
少
な
い
こ
と

な
ど
が
関
連
し
て
い
る

と
し
て
い
る
。（
表
1
）

　

自
分
の
歯
や
自
分
に

合
っ
た
入
れ
歯
で
な
ん
で

も
噛
め
る
口
腔
状
態
を

保
っ
て
い
く
こ
と
が
、介

護
に
な
り
に
く
く
長
生

き
す
る
た
め
の
大
事
な

要
素
で
あ
る
と
言
え
そ

う
だ
。

　

中
国
が
台
湾
へ
の
侵
攻
を
目
的
に
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
、人
工
衛
星
写
真
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
台
湾
有
事
」

は「
日
本
有
事
」で
あ
り
、抑
止
力
を
高
め
る
わ
が
国
の
対
応
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

写
真
①
は
、台
湾
海
峡
を
挟

ん
で
台
湾
の
対
岸
に
あ
る
上
海

浦
東
基
地
に
停
泊
中
の
強
襲
揚

陸
艦
。強
襲
揚
陸
艦
と
は
、兵
員

や
火
砲
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を

積
ん
で
上
陸
作
戦
を
行
う
空
母

型
の
艦
船
で
、中
国
は
現
在
少
な

く
と
も
11
隻
を
建
造
し
、さ
ら
に

急
ピ
ッ
チ
で
増
産
を
図
っ
て
い
る
。

　

写
真
②
は
、台
湾
の
対
岸
に
配

備
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
砲
部
隊
。大

陸
と
台
湾
の
直
線
距
離
は
約
１

８
０
k
m
で
、こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
砲

は
3
0
0
k
m
以
上
を
射
程
に

入
れ
る
と
さ
れ
る
。

　

写
真
③
は
、極
超
音
速
弾
道

ミ
サ
イ
ル
D
F-

17（
東
風
17
）を

配
備
す
る
部
隊
の
位
置
。極
超
音
速（
マ
ッ
ハ
5
）の
ミ
サ

イ
ル
は
探
知
や
迎
撃
が
難
し
い
。2
0
0
0
k
m
の
射

程
を
持
つ
D
F-

17
は
核
搭
載
可
能
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湾
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攻
準
備
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表1

島根大学研究・学術情報本部地域包括ケア教育研究センター  安倍 孝文
島根県後期高齢者医療広域連合・島根県歯科医師会報告会2024年10月10日説明資料より一部改変

写真②

写真①

写真③

出典：国家基本問題研究所  中川真紀研究員2024.4.26資料

出典：国家基本問題研究所  中川真紀研究員2024.4.26資料
出典：国家基本問題研究所  
　　  中川真紀研究員2024.4.26資料
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北朝鮮
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